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【動画新連載】専門性を身に付け、迷わず生きるために。

「ストーリー」の力で企業の力を最大化させるメディア「STORY AGE」編集長が選ぶ、おすすめ記事3選

【編集4.0】

【クロスメディアTV】本が読まれない時代の、編集者の役割とは＜箕輪厚介氏インタビュー＞
嫌な事を避けるための思考がスキルに＜高瀬敦也氏インタビュー＞

企業にパーパスが必要な理由「こんな会社で働きたい」WEB新着記事

「編集者は究極のゼネラリスト」。
著者から得た気づきが起業を決意させた

若手ビジネスパーソンに向けた
「プロフェッショナル対談」を初公開

「お正月の特別イベントに匹敵するような盛況ぶり」
1,200人以上の笑いと熱気に包まれた
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トーク後、書店員に扮した姿で再登場し
た岡野タケシ弁護士。『おとな六法』の即
売会が始まり、ファンの皆さんに直接本
をお渡ししました。

また、合言葉「法律厳守」のスタンプを押
印するスタンプ会を実施し、ここにも親子
連れを中心に700組近くの方々が参加。
その列は最長150メートル以上に及びま
した。スタンプ会のブースでは、「のりち
ゃん」が参加者の一人ひとりに声をかけ
ながら、3時間以上にわたって一冊ずつ
丁寧に押印しました。

当日のイベントはトークショーから始ま
り、即売会、スタンプ会まで、4時間あまり

「お正月の特別イベントに匹敵するような盛況ぶり」

1,200人以上の笑いと熱気に包まれた
『おとな六法』出版記念イべント

人気法律系YouTuberで156万人以上
のチャンネル登録者数をもつ、アトム法
律事務所・岡野タケシ弁護士の新刊『お
とな六法』の出版記念イベントを、紀伊國
屋書店・さいたま新都心店（コクーンシテ
ィ さいたま新都心）にて開催。本イベン
トは岡野タケシ弁護士にとっての「初の大
規模リアルイベント」で、家族連れを中心
に、子供から大人まで幅広い世代のファ
ン、実に1,200人以上（主催者調べ）が
詰めかけ、大盛況に終わりました。

v

岡野タケシ弁護士の動画での相棒「のり
ちゃん」が登場し、子供たちの大きな歓声
とともにスタート。その後、岡野タケシ弁
護士は動画にもごくたまに登場する超レ
ア人気キャラクター「タケ金魚」の衣装で
ステージに現れました。トーク開始後は、
YouTube動画や『おとな六法』で紹介し
ている法律知識の中からピックアップさ
れた質問を 「おとな六法クイズ」の形式
で投げかけ、多くの子供たちが大盛り上
がりでクイズに参加しました。

に及びました。参加者は、埼玉県を中心
に関東一円からお越しいただき、中には
関西、東北や、遠いところではアメリカか
ら来たという方もいらっしゃいました。

当日、『おとな六法』は、298冊の販売を
記録。大好評により同店で書籍が完売し
た後は、スタンプ会に参加するため、近隣
の書店まで足を運んで購入する方もみら
れました。イベント参加者は1200人（主
催者調べ）にものぼり、会場の関係者に
よれば、「芸能人やお笑いなどのイベント
などもよく開催しているが、たいていは多
くても500 ～ 600人くらいの規模で、今
回はお正月の特別イベントに匹敵するよ
うな盛況ぶり」とのことでした。

イベント詳細

『おとな六法』
岡野武史（著）
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【動画新連載】専門性を身に付け、迷わず生きるために。

若手ビジネスパーソンに向けた
「プロフェッショナル対談」を初公開

自分の専門性を活かして働きたい方やプロフ
ェッショナルを目指している若手ビジネスパー
ソンに向けて、新しい動画連載「プロフェッシ
ョナル対談」がスタートしました。第一回目
は、『熱狂のデザイン』の著者・岸昌史氏をゲ
ストに招き、『仕事の研究』の著者で株式会社
クロスメディア・マーケティングの代表でもあ
る美濃部哲也と対談。モデレーターは、クロス
メディアグループ代表の小早川が務めました。

「自分は本当にこのままで良いのだろうか」
「今の仕事と環境に不満はないが、やりがいを
感じられない」など、多くの人が、将来への漠
然とした不安を抱えながら仕事をしています。

人生を豊かにしていくには、目の前の仕事に意
義を見出し、未来に希望を持つこと、自分らし
い専門性を身に付けて、「必要とされる人」に
なることが大切です。本連載では、未来を切り
開くビジネスパーソンに向け、この時代をたく
ましく生き抜くための知恵や考え方を、プロ
フェッショナルによる対談を通してご紹介して
いきます。ミレニアム世代やＺ世代と呼ばれる
人たちは、自己実現や社会貢献に対する欲求
が他の世代に比べて強いといわれています。

お金のためではなく、仕事に意味や目的を求
め、自分らしさややりがいを重視する彼らは、
「熱くなれる対象」を探しています。

やりがいを持って働き、会社に、周囲の人に、
社会に貢献できる成果を出す。誰もが、そう
ありたいと願う姿です。理想の働き方を実現
するために必要なのは、とことんまでやり切る
こと、自分の大切な時間を注ぐこと。しかしそ
れは、「頑張って働く」「長時間残業する」とい
ったことと同義ではありません。

今回の対談では、そんな若い世代のビジネス
パーソンに、自分が心からわくわくできるもの
に対して全力でコミットし、その過程で専門性
を磨いていくためのヒントをお伝えします。

アメフトで日本一を経験した後、三井物産、ボ
ストン・コンサルティング・グループといった
有名企業で働き、スタートアップを経て、「人
と企業の変革」を支援する会社を立ち上げた
岸昌史氏。そして、大手広告代理店の電通で
キャリアをスタートさせ、サイバーエージェン
ト、テイクアンドギヴ・ニーズ、ベクトルなど、
数々のベンチャー企業で要職を務めてきた株
式会社クロスメディア・マーケティングの代
表、美濃部哲也。
著書の中で共通して「熱狂」や「夢中」をテー
マにプロフェッショナルな働き方を提案して
いる両氏が、これからの時代の仕事への向き
合い方について語っています。

動画試聴

動画チャプター

◎ゲスト紹介
◎大企業で得た経験
◎敢えて「大変な道」を選ぶ理由
◎異業種への転職。
　これまでのスキルをどう活かす？
◎新しい環境で貢献するために
◎前向きに捉えて楽しむ力
◎大企業とスタートアップの違い
◎起業の背景
◎「熱狂」をデザインする
◎プロフェッショナルと働く

「大切なのは、人と人との信頼をもとにチームで
成果を出していくこと。転職して違う業界へ行
ったとしてもベースの考えは転用できる。8割
はどの業界でも同じ」（岸氏）
「中途半端にやらず、全力で取り組んだ経験な
ら、全部生きてくる。毎回毎回、脱皮して少しず
つ大きくなる。それを繰り返してきた」（美濃部氏）

対談のハイライト

【新しい環境で、過去の経験は活きるのか】

「人に感謝されることが熱狂の『エネルギー』
になる。注いだ時間に比例するように専門性
が高くなれば、『あなただからお願いしたい』
といわれるようになる」（美濃部氏）
「『熱狂』を生むには二つの要素がある。自ら
好奇心全開で向き合えるものであること。そ
して、自分を信頼してくれたり感謝できる環境
であること」（岸氏）

「若い人の中で、プロフェッショナルと仕事が
できるのは、熱量がある人だけ。スポーツ選手
がスポーツに向き合うように、一生懸命自分
を磨いていけばいいと思う」（美濃部氏）
「夢中になって取り組んで、時間も忘れるって
すごく幸せなこと。周りの人たちに仕事の楽し
さを伝えられる存在になれるといい。プロフェ
ッショナルとは熱狂している人のこと」（岸氏）

『
熱
狂
の
デ
ザ
イ
ン
』／
岸
昌
史（
著
）

『
仕
事
の
研
究
』／
美
濃
部
哲
也（
著
）

【自分自身を「熱狂」させるために】

【プロフェッショナルと働く】

「熱くなれる仕事」を探しているすべての人へ

登壇者は両者ともビジネス書著者
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『こんな会社で働きたい』は、企業と就活生・転職希望者との間に、「運命の出会い」をつくる「スト
ーリーリクルーティング™」メディアです。今回は企業パーパスの大切さについてお伝えする新着
記事を紹介します。

「STORY AGE」編集長が選ぶ、おすすめ記事3選

メンタル＆フィジカル両方のコンディショニングを整えられる新プランが話題
クロスメディアグループが運営するビジネスパーソン向けのジム

40歳以上限定という、業界初のチャレ
ンジで話題を呼んだパーソナルトレーニ
ングジム「Active Health Lab」は、昨
秋より、新宿からクロスメディアの本社
がある千駄ヶ谷に移転し、リニューアル
オープンをしました。隣接する姉妹店、
疲労回復専用ジム「ZERO GYM」と共
に新たなステージへと進みます。

ZERO GYMオリジナルメソッド（静）と
詳細はこちら

パーソナルトレーニング（動）の両方から
心身へアプローチし、コンディショニン
グを整える「アクティブヘルスプラン」も
スタートしました。無料体験プランもご
ざいますので、ぜひ一度、千駄ヶ谷のジ
ムへお越しください。

こんな会社で働きたい 新着記事

社員が幸せに働く組織の作り方
～個人と企業のパーパスが社会を変える～

『「やればできる」の記憶をつくる』のパーパスが生み出す学び
とチャレンジの循環～人の可能性をひらき、成長を招く～

株
式
会
社
明
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン

ア
イ
デ
ィ
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
ズ
株
式
会
社

パーパスが必要な理由

記事全文

記事全文

「戦う経営者の力になりたい」―その理念を
長く体現してきた、ソウルドアウト創業者の荻原
猛氏。2023年3月に経営を退き、4月から新た
なサーチファンド会社を設立しました。中小企
業の支援にこだわり続けてきた荻原氏の新会
社ロケットスターも、「中小企業から日本を元気
にしたい」という理念をベースに作られていま
す。中小企業の支援に特化した取
り組みを続ける先に見ているもの
は何なのか、お話を伺いました。

日本初の個別指導塾である「明光義塾」を中心とした事業を幅広く
展開する株式会社明光ネットワークジャパン。同社の『「やればで
きる」の記憶をつくる』というパーパスについて、代表取締役社長で
ある山下一仁氏、そしてパーパスを推進する「パーパスドリブンチ
ーム」の方々に伺いました。 記事全文

社員が幸せに働き、さらに企業が成長する好循環をどう作っていく
のか。なぜ今、個人と組織にパーパスが必要なのか。Ideal 
Leaders株式会社のCHO（Chief Happiness Officer）で『パ
ーパス・マネジメント』の著者である丹羽真理さんにお話を聞きま
した。

記事全文

大手通販モールの拡大により、販路として定着
したEC。多くの企業が自社ECサイトへの展開
を検討しています。自社ECサイトを構築するシ
ステム「 e c f o r c e 」を提供するS U P E R 
STUDIOの飯尾元氏は、「たった一人の心をつ
かんで離さない商売をすることが大切」と説きま
す。EC業界の最先端を駆ける同氏に、D2Cの本
質やECに向く商品やサービス、そ
してビジネスを拡大させるために
必要なことを伺いました。

記事全文

日本を代表するクリエイターたちの思想や考え
方を、世の中に伝えてきた編集者がいます。クリ
エイティブに関する書籍編集に長く携わってき
た松永光弘氏は、企業のブランディングや情報
発信を支援する「顧問編集者」のパイオニアとし
ても知られています。いま企業に求められるのは
どんなブランディングなのか。「らしさ」「メッセ―
ジ」「文脈」「ストーリー」といったキ
ーワードから、ひも解きます。

「ストーリー」の力で企業の力を最大化させるメディア
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「編集者は究極のゼネラリスト」
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クロスメディアグループには「編集4.0」というvalueがありま
す。編集4.0は、出版社の持つ「編集力」を、出版物に限らず様
々な対象に活用することで、社会価値を生み出そうという考え
方です。本連載では、編集のスキルや考え方を新しい視点で捉
え、活用している人やプロジェクトをご紹介していきます。

当社代表の小早川がクロスメディア・パブリッシングを創業した背
景の一つに、「編集」という仕事のもつ可能性への気づきがあります。
「クロスメディア」という社名は、出版社があらゆるメディアを駆使し
て、「ワンソースマルチユース」している未来を描いたものです。今回
はPodcast番組「編集者で経営者」のトーク内容をもとに、編集者
と出版業界のもつ力と可能性について小早川の考えを紹介します。

編集1.0　出版物の編集
編集2.0　人の編集
編集3.0　事業と企業の編集
編集4.0　社会の編集

著者から得た気づきが起業を決意させた

編集4.0
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動画試聴

Podcast

クロスメディアグループの公式YouTubeチャンネル。
現在3つの動画シリーズとラジオアーカイブを配信中

クロスメディアで働く人が、どんな仕事をしているのか、
パーソナリティがひもとく

クロスメディアグループの公式ラジオ。
オリジナルPodcast番組「編集者で経営者」がスタート

ビジネス書の著者と当社代表の小早川による対談番組。
ビジネスパーソンに役立つ考え方や新たな視点を届ける

本が読まれない時代の、編集者の役割とは
「逃げる力」「無所属力」「好きと言う力」「自分時間を増やす力」……私たちに
は日常の思わぬところで発揮している「スキル」がある。「逃走中」「ヌメロン」
などを企画したコンテンツプロデューサーで、経営者でもある髙瀬敦也氏の
新刊『スキル』。大企業から独立を果たした経験から、会社に所
属していても、独立しても通用する、新しいポータブルスキルを
紹介する一冊です。番組内では、レベルの高い仕事を楽しく長く
続けるための「自分を守る」スキルについて話しています。

20代前半から編集者として数々のベストセラーを手掛けてきた代表の小早川。仕事を通して様々な経営者、起業
家、コンサルタントなどのプロフェッショナルから刺激を受ける中で起業を決意し、クロスメディア・パブリッシング
を創業しました。本番組は、「編集者で経営者」という稀有な肩書きを活かし、編集者視点で社会動向やトレンドの
分析、コンテンツづくりの裏話、クリエイティブやマーケティングについてお伝えします。また、経営者として大事に
している仕事観や経営視点、今行っていることなどについても話していきます。編集者、マーケター、経
営者、起業家や起業を目指している方、ベンチャー起業で働いている方など、日 「々答えのない仕事」
に向き合っているビジネスパーソンにお聴きいただきたい番組です。リリース後は出版業界の業界紙
「新文化」で紹介されるなど、今注目のPodcast番組です。

動画試聴

見城徹、堀江貴文、落合陽一、前田裕二などの事業家や社会的影響力を持つ
著名人と書籍をつくり、ベストセラーを連発する編集者・箕輪厚介氏。自身も
スタートアップ経営者のように、社会にさまざまなメッセージを投げかけてい
ます。対談の中では、新時代のビジネスにおける編集者の役割
が議論されました。 経営者が出版する意義、書籍の持つバリュ
ー、編集者がビジネスを舞台にどんなことができるのかについ
て、ベストセラー編集者2人が新たな捉え方を提案しています。

嫌な事を避けるための思考がスキルに

動画試聴 動画試聴

C R O S S M E D I A G R O U P



世界最大規模の書籍見本市
「フランクフルト･ブックフェア2023」に出展

編集部の高橋です。もともと、この本は、著者の東
京農業大学名誉教授の田中越郎先生からの持ち
込み企画としてスタートしました。田中先生は内
科医をされていたときに、「健康の基本は栄養であ
る」ことを痛感し、東京農業大学に転じてからずっ
と栄養学を研究されてきた方です。初めてお会い
したときは、ほとんどの人が飲み物に気をつけてい
ないために健康を害しているのではないかと疑問
を抱き、飲み物の正しい知識をまとめた本を出版
したいというお話をされていました。
企画書にあったタイトル案は『医者が教える飲み
物の話』。さまざまな種類の飲み物を医学、栄養

当社のデザイナーは、書籍だけでなく、広告、ロゴ、WEBサイトな
ど、様々なデザインを手掛けています。そのため、関わるプロジェク
トや人が多く、良質なアウトプットを生んでいくためには関係性づく
りが欠かせません。今回はデザイナー・城に、良いチームをつくる
ために大切にしていることを聞きました。

ー仕事を楽しむために工夫していることはありま
すか？
城　夢中になり、時間があっという間に過ぎていると
いうことはよくあります。私の場合、作っているものが
何かではなく、「誰と何のためにやっているか」が明確
であれば、仕事に熱中できるんです。「この人たちと、
あのゴールに向かって一緒に良いものをつくっていこ
う」となると、あっという間に時間が過ぎるし、「0.1ミ
リでもこだわっていこう」と向き合える。自分を夢中に
させられるかで、仕事の質や量が圧倒的に変わりま
すね。

ーお客様との関係性の中で、「夢中」をつくるために
心がけていることはありますか？
城　とにかく事前に相手に関する情報をできるだけ

編集日記 飲み物選びがビジネスの成果を決める。栄養学専門医と作った、健康の常識を覆す一冊

学的な視点から紹介する内容でした。そのままで
も本にはできたのですが、ビジネスパーソンに届け
るため、次のことを提案しました。

構成案にも新たな要素を追加しました。典型的な
ビジネスパーソンの１日の行動を20のシチュエー

ションに分類して、それぞれに何を飲むのがベスト
なのかを紹介する内容を柱にすることにしました。
たとえば、「忙しくて食事がとれないとき」「重要な
プレゼン前に集中力を高めたいとき」「残業続きで
疲労回復をしたいとき」「ストレスを感じてイライ
ラしているとき」「夜、ぐっすり眠りたいとき」など
です。状況や目的に応じて選ぶべき飲み物を具体
的に提示することで、読者に飲み物の重要性に気
づいてもらおうと考えました。

また、集中力を高める意外な飲み物をおすすめし
ています。気になる方はぜひ、ご一読ください。 『なぜ、一流は飲み物にこだわるのか？』

40代以降の健康志向の高いビジネスパーソン
をメインターゲットにする
食事で体質改善をしても効果がなかった、
または途中であきらめてしまった人に向けて、
飲み物で手軽にハイパフォーマーになる方法
を紹介する

チームの「夢中」を描くデザイナー
多く集めること。これに尽きると思います。調べると
いうより、「好きになれる要素を見つけにいく」という
イメージ。相手を「好き」になれると、自然に向こうの
状況や課題も考えやすくなります。「好き」の対象は、
その担当の方でもいいし、その会社でもいい。普段私
たちが人間関係を築くのと同じ感覚で楽しく情報を
集めています。
それから、相手の業界や競合についても知ることを心
がけています。相手と同じ方向を向いて、同じゴール
に向かっていくわけですから。

ーチームで動いていくときに大事にしていることは
ありますか？
城　これも同じです。編集者やプロジェクトリーダー
など、制作に関わっている人たちと良い関係性がつく

れたら、良い化学反応が起こります。どこかの部分で
対立していると、最終的に良いアウトプットにならな
いんですよね。楽しみながらやった方が、絶対に良い
ものができる。もちろん、多少言い合いになることは
ありますが、共通の目標に向かっていれば、人間関係
で問題になることは少ないと思います。
皆んなが仕事がしやすいように、「話しやすいデザイ
ナー」であることを意識しています。「いちいち聞くの
も良くない」と思わせてしまっては、皆んなが納得で
きるものは生まれません。気軽に相談ができるような
コミュニケーションを心がけています。

詳しくはこちら

全文はこちら

クロスメディア・パブリッシングは、2023年10月18日～22日にドイ
ツのフランクフルトで開催された「フランクフルト・ブックフェア2023」
に出展しました。今年度も世界中から出版社やエージェント、作家な
どが集まり、130か国から約105,000人が訪問したとのこと。当社
も、日本発のコンテンツをグローバルに発信していくためのパートナ
ーシップを強めることが叶いました。デジタル技術の発展にともな
い、出版業界は「斜陽産業」と捉えられることがあります。しかし、出版
社を「多様なコンテンツを編集する情報ビジネス」だと捉えれば、そ
の可能性は依然として大きいということが世界中のエージェントたち
の見解です。今回の出展を通して、出版社は高い専門知識と編集力を
もち、良質で信頼性の高いコンテンツを多く発信でき
ること、そして「メディア」としての役割をもつことを再
認識できました。今後、より一層海外出版に力を注い
でいきます。
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経営において、解釈を間違えないよう気を付けておくべき言葉がいく
つかあります。その一つが「立場が人をつくる」という言葉です。

「実力も実績もある人間が、さらに活躍できる場所や立場につくこと
で、リーダーシップや人格が磨かれていく」というのが、この言葉の意
味であり理想ですが、そもそも実力も実績も兼ね備えた人というのは
少なく、どの会社や組織も多少の実力や実績不足には目を瞑った上
での抜擢がほとんどだと思います。

実績は少ないが、実力とやる気のある若手スタッフは、期待を込めて
チャレンジをする場を与えると、悪戦苦闘をしながらも大きな成長を
してくれます。

一方で、実力も実績もない人を社歴や職歴が長いということで重要
な立場に据えても、ほとんどの人は成長をすることもなく、会社にも部
下にも、そして本人にも良い影響を及ぼすことはありません。

立場というのは、誰から与えられるものではなく、自分でその場に立
ちに行くことであり、そのような意欲的な人にこそ「立場が人をつく

クロスメディアには多彩な専門家たちが集まっています。全員の共通点は、新しい「コトバ」を創ること。言葉そ

のものに向き合い、新しい概念を生む人もいれば、コト（＝体験）を提供している人もいる。人と人とのつながり

のバ（＝場）を作る人もいる。それぞれの強みを武器に、ビジネスの第一線で挑戦している人たちの活動を、当

社の「編集力」を活かしてご紹介していきます。クロスメディアTVで配信中の動画連載、Podcastで配信中の

ラジオ番組、WEB記事連載など、当社の広報が発信する全てのメディア・コンテンツがお楽しみいただけます。

Vol.32   立場が人をつくる

クロスメディアグループ代表  小早川幸一郎

ビジネス書出版社社長のたまには じめな話

WEBで
連載中

クロスメディアン
公式X

クロスメディアン
WEBサイト

る」という言葉が相応しいと言えます。

私のリーダーとしての立場は、これからリーダーやマネジャー、スペシャ
リストとなる人が活躍できる場所をつくることであり、そのことを通じ
て、自分自身が「立場が人をつくる」を実現していきたいと思っています。

すべてのものは、「言葉」から生まれる。

言葉があるから、学ぶコトができる、感動するコトができる、
自分を理解するコトができる、勇気をもらうコトができる、
夢を見るコトができる。

たくさんのコトを、誰かに伝えたくなる。
人に会い、想いを語り合うことで、お互いを知り、違いを受け入れ、
同じ夢を見ることができる。私とあなたがいる。
そんなバに多くの人が集まり、さらに大きく夢が広がっていく。

私たちは、言葉の力を信じています。

コトバを伝える方法は、文章に限りません。映像も音声もデザインも。
ようこそ、コト･バをつくる人たちの世界へ。

新メディア「クロスメディアン」が誕生

コトバをつくる人たち ～すべてのものは、「言葉」から生まれる。～


